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令和元年度えびの市一般会計決算についてを審査！

民生費
42億3,750万7,539円

総務費
23億5,800万
　4,143円

農林
水産業費
10億1,487万
3,465円

衛生費
10億5,699万
7,031円

土木費
10億2,032万
4,242円

教育費
10億1,790万9,399円

5億673万
9,688円

7億714万
 8,507円消防費

3億7,798万6,833円

災害復旧費
1億3,794万9,178円

議会費
1億4,484万232円

労働費
1,258万9,000円

商工費

その他

みなほちゃん

　えびの市議会では、9 月定例

会において市長から提案された

令和元年度決算について、４日

間にわたり詳細な審査を行いま

した。審査の結果、全会一致で

認定しました。

一般会計歳入
（入ってくるお金）

132億1,919万円

一般会計歳出
（出て行くお金）

125億9,286万円

差し引き額

6億2,632万円

えびの市の令和元年度決算（一般会計）

市内の学校における学力調
査の効果について、どのよ
うに思われているのか。

この学力調査については、
結果についてしっかり分析
をしている。各学校がこの
テストに向け、準備を進め
ることで学力の向上が見ら
れており、意義があると感
じている。

飯野高等学校の全国受入枠
入学の現状は。

地域未来留学フェスタに参
加し、本市及び飯野高等学
校の PR を行った結果、4
人の全国枠受入入学に繋げ
る事ができた。

現在、自主防災組織のある自
治会数は？自主防災組織のハ
ンドブックがあると思うが、
自治会の方の話を聞いて内容
改定の検討も必要ではないか。

地域福祉活動補助金の成果
で世代間交流や地域のボラ
ンティアによる昼食づくり
を推進したとあるが、どの
ような効果があったと考え
ているか。

この事業により、高齢者の
方が外出する機会が多く
なってきている。引きこもり
等の防止に非常に役に立っ
ているものと思っている。

はつらつ百歳体操の実施自
治会数？体操に参加する人
が少なくなっていると聞く。
参加を促すための課題は？

実施自治会数は６１自治会で
ある。新たな制度の導入な
どを検討し、継続支援を行
いながら、はつらつ百歳体
操を充実させるための検討
をしていきたい。

道の駅えびのの指定管理委
託料はほとんど例年と変わ
らないと思う。売り上げは
年々上がってきていると思
うが、どうか。

道の駅えびのについては、第２
期から収益減増納付金という事
で、指定管理者の年間収益に対
して、その３割を納めて頂いて
いる。令和元年度の実績で、
4,397,519 円を納付して頂いて
おり、この金額の純収益金額が
13,192,559 円となっている。

どのような会議をされている
のか。地権者がおらず連絡が
取れない等の課題がある。国
の制度を導入して、対応出来
るように出来ないのか。

昨年度は、空家の実態調査に基
づいて特定空家の認定を行っ
た。市民の方々からの相談は自
分の財産を守るための相談だ
が、一方で相手方も財産である
ため慎重に取り扱うべきである
が、安全面を確保できるよう緊
急措置の条例を検討中である。

美化センターで小林・高原
からのごみの受入数量は？
美化センターの運営は広域
で検討すると聞いている。進
捗は？

令和元年度の実績は1,896ｔ
である。
協議を行ったが、基本方針
は整っていない。どこに設置
するかも含め引き続き広域
で検討していく。

現在市内に、基盤雌牛、繁
殖雌牛の頭数、現状につい
て。

えびの産種雄牛作出基盤雌
牛確保奨励事業補助金は、
えびの産の種雄牛を増勢す
るためのもの。西諸管内で
50 頭という枠の中で、えび
の市の方が 13 頭選ばれて
いる。

えびの産種雄牛に
ついて

市内の学校における
学力調査
市内の学校における
学力調査飯野高校について

道の駅えびのの運営
状況美化センター美化センター 特定空家対策会議

はつらつ百歳体操はつらつ百歳体操 地域福祉活動の効果地域福祉活動の効果
自主防災組織の現状と
課題
自主防災組織の現状と
課題

現在、11 自治会が立ち上げられてい
る。昨年、各自治会を回り自主防災組
織の説明会を開催した。その際もガイ
ドブックを同時に作成しないといけな
いわけではなく、地域で起こる災害も
違うので、地域にあった組織づくりを
していただきたいとお伝えしている。
新型コロナの影響で現在進んでいな
いが、全力でサポートしていく。

歳 出
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議
案
第
64
号　

令
和
２
年
度
え
び
の
市
水

道
事
業
会
計
予
算
の
補
正
（
第
１
号
）
に

つ
い
てQ

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
収
入
の

部
、
補
正
予
定
額
６
，４
６
０
万

２
千
円
の
中
で
営
業
収
益
３
，３
０
０
万

円
と
、
特
別
利
益
３
，１
０
６
万
１
千
円

に
つ
い
て
。

A
３
，３
０
０
万
円
は
、
県
の
補
償

金
で
、
硫
黄
山
対
策
の
工
事
に

よ
り
西
長
江
浦
に
あ
る
水
道
管
の
移
設
が

必
要
で
あ
り
、
工
事
の
補
償
金
を
受
け
入

れ
る
も
の
で
あ
り
、
３
，１
０
６
万
１
千

円
は
豪
雨
災
害
に
よ
る
、
保
護
工
事
及
び

本
工
事
の
工
事
費
、
及
び
職
員
の
時
間
外

勤
務
手
当
分
を
一
般
会
計
か
ら
特
別
利
益

と
し
て
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

Q
特
別
損
失
の
災
害
に
よ
る
損
失

２
千
４
６
６
万
円
は
豪
雨
災
害

に
よ
る
導
水
管
保
護
工
事
費
と
あ
る
。
内

訳
と
場
所
に
つ
い
て
。

A
導
水
管
工
事
費
が
２
千
４
０
０

万
円
と
職
員
の
時
間
外
勤
務
手

当
が
66
万
円
で
あ
る
。
場
所
は
、
柿
木
原

浄
水
場
の
前
の
林
道
か
ら
登
っ
た
と
こ
ろ

の
２
か
所
が
崩
落
し
、
水
道
の
メ
イ
ン
管

が
露
出
し
た
状
態
で
あ
り
、
そ
の
保
護
工

事
を
行
っ
た
も
の
で
、
最
終
的
に
は
林
野

庁
が
崩
落
し
た
林
道
の
修
復
を
行
う
時
に

本
工
事
を
行
う
。

議
案
第
65
号　

令
和
２
年
度
え
び
の
市
病

院
事
業
会
計
予
算
の
補
正
（
第
２
号
）
に

つ
い
てQ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
わ
る
医
療
従
事
者
へ
の
慰

労
金
と
し
て
８
９
０
万
円
の
国
庫
補
助
金

の
内
容
に
つ
い
て
は
。

　

９
月
定
例
会
で
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
６
件
、
認
定
２
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
議
案
第
51
号
か
ら
議

案
第
54
号
ま
で
、
議
案
第
64
号
、
議
案
第
65
号
、

認
定
第
６
号
に
つ
い
て
は
討
論
は
無
く
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
決
ま
り
、
認

定
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
反
対
討
論
が
あ
り
、

挙
手
に
よ
る
採
決
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
審
査

内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

報
告

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
発
生
し
、
医
療
に
あ
た
っ
た

病
院
と
医
療
に
あ
た
っ
て
い
な
い
病
院
で

は
慰
労
金
に
違
い
が
あ
る
。
え
び
の
市
立

病
院
は
、
協
力
医
療
機
関
と
い
う
事
で
、

１
人
あ
た
り
10
万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

今
回
の
給
付
は
、
都
道
府
県
か
ら
役
割
を

設
定
さ
れ
た
医
療
機
関
に
勤
務
し
、
患
者

と
接
触
す
る
医
療
従
事
者
や
職
員
に
支
払

わ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
の
診
療
等
を
行
っ
た
医
療
機
関
等

は
、
１
人
あ
た
り
20
万
円
、
協
力
医
療
機

関
は
１
人
あ
た
り
10
万
円
、
他
の
病
院
、

診
療
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
助

産
所
に
勤
務
す
る
場
合
は
、
１
人
あ
た
り

５
万
円
で
あ
る
。

認
定
第
7
号　

令
和
元
年
度
え
び
の
市
病

院
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Q
令
和
元
年
度
末
の
欠
損
金
が

７
億
３
１
９
万
８
千
４
１
５
円
と

な
っ
て
お
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

要
因
と
し
て
は
医
師
不
足
、
人
口
減
少
、

診
療
体
制
等
が
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

累
積
赤
字
が
増
え
続
け
心
配
し
て
い
る
。

解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ

が
。A

状
況
改
善
の
た
め
に
、
地
域
医
療

構
想
に
即
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
を
開
設
し
て
収
益
増
を
見
込
ん
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
目
標
に
至
ら
な
か
っ
た
。
現
在
で

は
徐
々
に
患
者
数
が
回
復
し
て
き
た
の

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
運
用
が
出
来

る
よ
う
に
、
ま
た
外
来
患
者
が
増
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
市
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
の
次
期
策
定
に
向
け
て
、
病

院
事
業
の
内
部
見
直
し
が
重
要
な
の
で
、

経
営
分
析
に
お
い
て
は
外
部
専
門
家
の
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
立
病
院
検
討
委

員
会
も
一
緒
に
、
今
後
の
方
向
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

認
定
第
７
号
に
対
す
る
反
対
討
論

　

市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
、
市
長
は

医
師
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

が
、
い
ま
だ
先
が
見
え
る
よ
う
な
状
況
で

は
な
い
。
決
算
の
状
況
を
見
る
と
、
累
積

赤
字
が
10
億
円
近
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
事

業
も
取
り
組
ま
れ
た
が
、
そ
れ
も
明
る
い

方
向
に
は
進
ん
で
い
な
い
。
医
師
確
保
に

専
念
し
て
頂
か
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
決

算
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
よ
っ

て
、
認
定
第
７
号
に
反
対
す
る
。

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会　

委
員
長　

西
原　

義
文
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産
業
厚
生

常
任
委
員
会

報
告

議
案
第
55
号　

え
び
の
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
よ
る
乳
幼
児
の

保
育
の
提
供
の
終
了
に
際
し
、
引
き
続
き
教

育
・
保
育
の
提
供
が
必
要
な
と
き
に
、
市
が

措
置
を
講
じ
る
場
合
は
当
該
事
業
者
等
に
よ

る
連
携
施
設
の
確
保
は
不
要
と
し
、
居
宅
訪

問
型
保
育
事
業
に
お
い
て
、
保
護
者
の
疾
患

等
に
よ
り
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
乳

幼
児
に
は
、
居
宅
訪
問
型
事
業
者
は
居
宅
訪

問
型
保
育
を
提
供
で
き
る
と
す
る
も
の
で
す
。

Q
家
庭
的
保
育
事
業
と
小
規
模
保
育

事
業
及
び
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

の
内
容
は
。　

A
家
庭
的
保
育
事
業
は
、
家
庭
的
保
育

者
の
自
宅
、
公
民
館
及
び
集
会
所
等

で
家
庭
的
保
育
者
に
よ
る
保
育
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
小
規
模
保
育
事
業
は
、
利
用
定
員

が
６
名
以
上
19
名
以
下
の
保
育
施
設
で
保
育

を
行
う
事
業
で
あ
り
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
は
、
保
育
の
必
要
な
乳
幼
児
の
居
宅
に
お

い
て
家
庭
的
保
育
者
が
保
育
を
行
う
事
業
で

あ
る
。
本
市
で
は
該
当
す
る
事
業
者
は
い
な

い
。　
　Q

今
回
の
改
正
は
、
保
護
者
の
疾
病
等

に
よ
る
子
ど
も
の
保
育
に
関
す
る

内
容
で
よ
い
か
。

A
保
護
者
に
起
因
す
る
も
の
で
、
疾
病

だ
け
で
な
く
身
体
的
な
障
が
い
も

含
ま
れ
て
い
る
。　

議
案
第
57
号　

え
び
の
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

放
課
後
指
導
支
援
員
の
研
修
で
、
都
道
府

県
知
事
が
行
っ
て
い
た
の
を
、
都
道
府
県
知

事
又
は
指
定
都
市
や
中
核
市
の
長
が
行
う
こ

と
と
し
、
研
修
の
拡
充
を
図
る
も
の
で
す
。

Q
こ
の
知
事
の
認
定
は
、
他
の
都
道
府

県
の
市
町
村
で
も
使
用
で
き
る
の
か
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
８
件
、
認
定
４
件
及
び
陳
情
２
件

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

議
案
８
件
及
び
認
定
４
件
に
つ
い
て
は
、
討
論

は
な
く
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致

で
可
決
・
認
定
と
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
陳

情
２
件
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
継
続
審
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
審
査

内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

A
当
然
、
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
の

で
、
宮
崎
県
で
認
定
を
受
け
れ
ば
他

の
県
で
も
活
か
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

認
定
第
５
号　

令
和
元
年
度
え
び
の
市
産
業

団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

Q
産
業
団
地
事
業
造
成
費
の
、
翌
年
度

繰
越
額
１
，２
９
１
万
４
千
円
の
内

容
は
。A

工
事
契
約
額
の
４
割
以
内
の
前
払

い
を
支
払
っ
た
後
の
残
額
で
あ
る
。

Q
土
地
購
入
と
補
償
金
に
つ
い
て
説

明
を
。

A
土
地
購
入
は
全
て
完
了
し
て
、
補
償

金
に
関
し
て
は
、
建
物
等
移
転
補
償

と
し
て
居
宅
建
物
等
の
３
物
件
と
、
電
柱
移

転
補
償
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

陳
情
第
11
号　

地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た

分
煙
環
境
整
備
に
関
す
る
陳
情
書

Q
こ
の
陳
情
書
は
、
え
び
の
市
や
宮
崎

県
全
体
を
考
え
た
上
で
の
も
の
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
健
康
増
進
法
を
受
け
て
、
市
内
の
全

て
の
公
共
施
設
に
対
策
を
取
る
よ

う
に
説
明
し
、全
て
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
市
民
の
方
や
飲
食
店
、
事
業
所

に
も
広
報
で
周
知
し
た
が
、
飲
食
店
や
事
業

所
の
指
導
は
県
・
保
健
所
が
行
う
。

陳
情
第
12
号　

令
和
２
年
え
び
の
市
観
光
緊

急
誘
客
対
策
事
業
に
対
し
て
調
査
お
よ
び
究

明
を
行
う
百
条
委
員
会
等
を
え
び
の
市
議
会

に
対
し
て
求
め
る
陳
情
書

Q
市
と
し
て
の
最
終
検
証
結
果
が
で

る
の
は
い
つ
頃
か
。

A
観
光
協
会
か
ら
、
今
年
年
末
か
ら
年

明
け
に
か
け
て
具
体
的
数
字
が
上

が
っ
て
き
た
段
階
で
、
観
光
協
会
に
確
認
を

す
る
の
で
そ
の
後
と
な
る
。

Q
観
光
協
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

項
目
の
聞
き
取
り
調
査
等
を
行
っ
た

か
。A

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
キ
ャ
ン
セ
ル
数
や
金
額
に
つ
い

て
調
査
し
、
受
付
日
を
確
認
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
も
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
実
際
の
予

約
と
ク
ー
ポ
ン
券
受
領
の
関
連
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
い
る
。

Q
事
業
の
専
決
処
分
か
ら
数
日
し
か

経
過
し
て
い
な
い
予
約
開
始
日
の

早
朝
５
時
か
ら
予
約
が
あ
っ
た
等
の
疑
問
に

は
、
根
拠
や
要
因
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
納

得
で
き
る
回
答
を
望
む
。

A
陳
情
書
で
出
さ
れ
て
い
る
問
題
点

に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
報
告
す

る
。

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

中
山　

義
彦
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①
議
案
第
59
号　

令
和
２
年
度
え
び
の
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
11
号
）
に
つ

い
て

 

歳
入
に
つ
い
て

【
債
務
負
担
行
為
補
正
】　

日
章
学
園
九
州
国
際
高
等
学
校
生
徒
寮
費

助
成
事
業

　

１
，
８
０
０
万
円

Q
寮
費
助
成
は
、
飯
野
高
校
で
の

県
立
高
校
と
し
て
の
全
国
枠
募

集
に
係
る
主
旨
と
は
類
似
し
て
い
る
が
、

県
立
高
校
と
私
立
高
校
と
で
は
幾
分
か
目

的
が
異
な
る
気
が
す
る
。
飯
野
高
校
は
地

方
創
生
に
お
け
る
教
育
を
推
進
さ
れ
て
い

て
実
績
も
表
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
助
成

事
業
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
あ
る
の
か
。

A
飯
野
高
校
の
助
成
と
の
共
通
点

と
し
て
、
地
域
活
性
化
が
大
き
な

目
的
。
併
せ
て
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
と
い
う
こ
と
も
共
通
事
項
で
あ
る
。

日
章
学
園
九
州
国
際
高
等
学
校
は
高
校
を

中
途
退
学
し
た
子
ど
も
達
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
そ
の
子
ど
も
達
に
日
章
学
園
へ
来

て
頂
き
、
中
国
人
と
の
国
際
交
流
や
国
際

交
流
協
会
を
通
じ
た
地
域
と
の
交
流
の
中

で
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
１
つ

の
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
学

校
の
果
た
し
て
い
る
え
び
の
市
内
へ
の
経

済
的
効
果
も
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
留
学
生
の
食
糧
関
係
を
含
め
、

様
々
な
面
で
の
経
済
波
及
効
果

は
確
か
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
現
状

で
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
そ
の
中
で
、
今
後
、
日
章
学
園
に
日

本
人
の
生
徒
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
が
目

的
だ
と
思
う
が
、
学
校
側
と
し
て
は
今
の

状
況
を
脱
す
る
た
め
に
、
こ
の
学
校
を
ど

の
よ
う
に
し
て
立
て
直
し
て
い
く
の
か
把

握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
学
校
側
か
ら
の
説
明
で
は
、
中

国
の
留
学
生
を
呼
ぶ
前
段
と
し

て
、
日
本
人
学
生
が
い
て
初
め
て
運
営
出

来
る
と
の
こ
と
。
学
園
か
ら
日
本
人
学
生

が
０
人
に
な
っ
た
場
合
に
は
大
幅
な
経
費

削
減
と
な
る
旨
の
説
明
を
県
か
ら
受
け
て

お
り
、
日
本
人
学
生
が
０
人
に
な
っ
た
場

合
は
学
校
運
営
が
難
し
く
な
る
た
め
、
是

非
日
本
人
学
生
に
安
定
的
に
在
学
し
て
も

ら
い
、そ
の
上
で
中
国
の
留
学
生
を
招
き
、

ま
た
学
校
運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 

歳
出
に
つ
い
て

【
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
費
】

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
負
担
金

１
億
４
，８
５
３
万
４
千
円

Q
現
在
の
え
び
の
市
内
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
。

A
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
関
し
て
は
、

以
前
か
ら
全
国
的
に
は
実
施
さ

れ
て
お
り
、
え
び
の
市
に
は
９
年
程
前
か

ら
エ
リ
ア
が
入
っ
て
来
て
い
る
。
そ
の
当

時
は
、
え
び
の
市
は
全
域
光
回
線
の
対
応

が
で
き
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
た
め
、
企

業
誘
致
の
上
で
も
事
業
所
の
方
か
ら
光
回

線
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
の
苦
情
等
が
多

数
あ
っ
た
が
、
最
近
は
飯
野
地
区
か
ら

徐
々
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

よ
う
な
ご
意
見
は
な
く
な
っ
た
。
今
回
の

事
業
は
え
び
の
市
全
域
が
均
一
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
も
必
要
で
あ

る
。

【
畜
産
振
興
事
業
費
】

え
び
の
産
ハ
ー
ブ
和
牛
販
路
開
拓
支
援
事

業
補
助
金　

　
　
　
　
　
　
　
　

36
万
円

Q
熊
本
県
人
吉
市
の
出
荷
工
場
ゼ

ン
カ
イ
ミ
ー
ト
が
か
な
り
の
豪

雨
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
、
新
た
な
出
荷

先
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
に
係
る
経
費
の
一
部
支
援
を
行
い
、

ブ
ラ
ン
ド
継
続
と
生
産
者
の
経
営
安
定
を

図
る
と
説
明
を
受
け
た
が
、
今
後
の
工
場

復
旧
の
見
込
み
等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

A
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
出
荷
先
工

場
の
復
旧
に
は
１
年
か
ら
２
年

か
か
る
と
の
こ
と
で
、
全
く
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
回
は
、

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
議
案
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
抜
粋
し
て

報
告
し
ま
す
。

予
算
審
査

特
別
委
員
会

報
告
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令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で

の
期
間
と
し
て
い
る
が
、
出
来
る
だ
け
県

内
の
ト
畜
場
で
調
整
を
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
ブ
牛
は
、
県
内

で
出
荷
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

ハ
ー
ブ
和
牛
の
み
が
一
部
出
荷
調
整
が
困

難
な
状
況
で
、
福
岡
県
に
出
荷
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
に
つ

い
て
は
県
内
の
出
荷
先
と
調
整
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

【
団
体
営
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業
費
】

た
め
池
等
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

Q
今
回
の
事
業
は
た
め
池
等
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
と

な
っ
て
い
る
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

る
だ
け
で
な
く
、
農
業
用
水
の
た
め
池
だ

と
知
ら
せ
て
近
付
か
な
い
よ
う
に
立
入
禁

止
等
を
示
す
看
板
や
、
た
め
池
を
囲
む
柵

な
ど
の
対
策
等
も
必
要
だ
と
感
じ
る
の
で

是
非
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
現
在
、
土
地
改
良
施
設
に
は
子

ど
も
に
も
分
か
る
よ
う
な
看
板

を
設
置
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
看

板
を
今
後
た
め
池
等
に
も
設
置
し
て
い
く

よ
う
検
討
し
た
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
】

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

２
，９
８
６
万
円

Q
第
２
弾
と
な
る
今
回
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
つ

い
て
、
申
し
込
み
の
方
法
等
は
。

A
今
回
の
申
し
込
み
方
法
は
、
３

密
防
止
の
た
め
郵
送
に
よ
る
申

し
込
み
を
考
え
て
い
る
。
申
込
開
始
に
つ

い
て
は
、
10
月
20
日
の
行
政
事
務
連
絡
文

書
に
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
そ
の
後
の
週

に
申
込
み
を
開
始
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
商
工
会
と
協

議
を
す
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
】

サ
イ
ク
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
託
料

３
１
３
万
５
千
円

Q
サ
イ
ク
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
営
委
託
料
３
１
３
万
５
千
円

の
委
託
先
と
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
時
期
等
の
詳
細

に
つ
い
て
。

A
委
託
先
と
し
て
は
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
観
光
庁
の
誘
客
多
角
化
等
の
た
め
の

魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
実
証
事

業
と
い
う
補
助
金
を
活
用
す
る
事
業
で
あ

る
。
こ
の
事
業
の
選
定
通
知
が
９
月
中
旬

を
予
定
さ
れ
て
お
り
、
交
付
決
定
を
受
け

た
の
ち
に
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
ま
だ
詳
し
い
日
程
は
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
早
け
れ
ば
10
月
中
、
遅
く
て
も

11
月
中
の
始
動
に
な
る
と
想
定
し
て
い

る
。
こ
の
支
援
事
業
は
来
年
３
月
７
日
ま

で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
自
体
は
１
月
末
、
あ

る
い
は
２
月
中
旬
の
設
定
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
】

図
書
類
購
入
費　
　
　
　

　

１
５
０
万
円

Q
今
回
１
，０
０
０
冊
購
入
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
購
入
方
法
を

検
討
さ
れ
た
の
か
。

A
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
中
の
メ
ニ
ュ
ー
で
図
書
館
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
の
活
用
を
図
書
館
と
検
討
し

た
。
現
在
あ
る
児
童
書
が
か
な
り
古
く

な
っ
て
お
り
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
子
ど
も
達
が
自
宅
で
過
ご
す
時
間
や
、

図
書
館
利
用
の
機
会
が
増
え
て
い
る
の

で
、
も
っ
と
有
意
義
に
過
ご
せ
る
読
書
環

境
を
整
え
た
い
と
い
う
要
望
か
ら
児
童
書

を
整
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、以
前
、

監
査
か
ら
入
札
を
し
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
た
め
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
図
書
館
用
の
本
は
、
普
通
に

本
を
買
う
だ
け
で
は
な
く
、
本
に
バ
ー

コ
ー
ド
添
付
等
の
諸
般
の
必
要
作
業
等
を

含
め
る
と
、
現
在
の
や
り
方
が
良
い
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

遠
目
塚　

文
美



Ebino City Assembly Report 8

金田　輝子
議員

上原　康雄
議員

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

危
機
管
理
に
つ
い
て

　

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発

生
し
た
場
合
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
対
策

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

保
健
所
の
指
導
の
も
と
で
施
設

の
管
理
者
等
が
、
消
毒
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
尚
、
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
疫
学
調
査
に
支
障
が
生
じ
る
た
め
個

人
名
は
公
表
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

健
康
保
健
課
長
補
佐　

24
時
間
相
談
窓

口
に
相
談
の
う
え
、
か
か
り
つ
け
医
の
受

診
や
保
健
所
長
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
要
否
を

決
定
し
、
検
査
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
検
査
を
行
う
。
又
、
積
極
的
疫
学
調

査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
濃
厚
接
触
者
で
検

査
が
必
要
な
人
は
、
保
健
所
か
ら
連
絡
が

あ
る
の
で
指
示
に
従
い
検
査
を
受
け
る
。

　

質
問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

す
る
こ
と
は
、
患
者
負
担
や
医
療
保
険
軽

　

質
問　

市
役
所
職
員
の
危
機
管
理
意
識

が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
職
員
の
危
機
管

理
意
識
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
状
況

は
。

　

総
務
課
長　

課
長
会
や
職
員
全
員
が
見

る
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
上
で
、
直
接
市
長
か

ら
注
意
喚
起
や
対
策
の
指
示
を
行
っ
た
。

総
務
課
か
ら
も
同
様
の
手
段
で
職
員
や
課

長
に
向
け
複
数
回
の
注
意
喚
起
を
行
い
、

各
課
で
の
取
り
組
み
を
通
知
し
て
い
る
。

現
在
各
課
で
の
危
機
管
理
意
識
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
と
同
時
に
、
総

務
課
で
は
必
要
な
規
程
等
の
整
備
や
研
修

を
調
整
中
で
あ
る
。

　

質
問　

７
月
豪
雨
で
飯
野
麓
地
区
の
市

営
飯
野
団
地
が
冠
水
し
大
き
な
被
害
が
発

生
し
た
。
飯
野
橋
上
流
の
下
方
井
堰
の
改

修
で
災
害
発
生
を
防
げ
る
の
で
は
な
い
の

か
、
下
方
井
堰
の
改
修
の
現
在
の
進
捗
状

減
に
繋
が
る
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う
な

の
か
。

　

健
康
保
健
課
長
補
佐　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
ひ
と
月

当
り
の
調
剤
自
己
負
担
が
２
０
０
円
以
上

減
額
と
な
る
。
長
期
服
用
者
を
対
象
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
と
の
差
額
通
知
を
発
送
し

て
、
切
り
替
え
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

昨
年
度
の
利
用
状
況
は
、
え
び
の
市
で

82
・
13
％
で
あ
る
。

況
は
。

　

市
長　

下
方
井
堰
の
改
修
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
何
回
も
国
交
省
に
要
望
を
行
っ

た
。
現
在
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
質
調
査

等
が
始
ま
っ
て
い
る
。
早
急
な
下
方
井
堰

の
改
修
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
要
望
活
動
を

行
う
。

急げ！下方井堰の改修!!

一 般 質 問
※
一
般
質
問
の
際
の
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
え
び
の
市
議
会
で
は
議
場
で
３
密
対
策
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
は
各
議
員
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
て
い
ま
す
。

行政検査 保険適用外

対
象
者

感染の疑いがある人や
濃厚接触者

※保健所や医師が必要と
判断したとき

無症状で検査を

希望する人

検
査
場
所

   都道府県と契約を結ん
   でいる医療機関または
   地域の検査センター

民間の医療機関

など

費
用
負
担

自己負担なし 全額自己負担

減額の検討

ＰＣＲ検査の違い
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中山　義彦
議員

栗下　政雄
議員

　

産
業
団
地
の
誘
致
企
業
の
選
定
を
急
げ

　

令
和
三
年
度  

宮
内
水
路
完
成

　

質
問　

産
業
団
地
の
企
業
誘
致
の
現
状

と
見
通
し
は
。

　

市
長　

現
在
、
複
数
の
企
業
か
ら
事
前

協
議
申
込
書
が
来
て
い
る
。
な
お
、
事
前

申
込
み
ま
で
至
っ
て
い
な
い
企
業
も
あ
る

が
、
え
び
の
に
一
番
適
し
た
企
業
を
年
内

に
選
定
す
る
。

　

質
問　

産
業
団
地
の
目
的
は
、
雇
用
の

場
を
創
出
し
て
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と

で
良
い
か
。

　

市
長　

多
様
な
職
場
の
提
供
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
地
場
産
業
と
し
て
根
付

か
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

質
問　

市
立
病
院
を
直
営
で
黒
字
化
す

る
た
め
の
具
体
策
は
。

　

市
長　

医
師
の
確
保
も
頑
張
っ
て
い
く

が
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
も
導
入
し
た
の

で
、
経
営
改
善
を
含
め
て
黒
字
化
を
目
指

　

質
問　

Ｊ
Ａ
、
え
び
の
市
、
議
員
と
三

者
で
温
暖
化
対
策
の
研
修
・
勉
強
会
を
検

討
し
て
い
る
。
市
の
担
当
職
員
に
研
修
に

参
加
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
考
え
が
あ
る

か
。

　

市
長　

す
で
に
担
当
課
へ
指
示
し
て
い

る
が
、
研
修
先
が
県
外
で
あ
る
た
め
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
を

見
た
上
で
、
実
施
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

　

質
問　

宮
内
水
路
整
備
問
題
を
取
り
上

げ
て
か
ら
、
採
択
さ
れ
る
ま
で
に
か
な
り

の
時
間
が
経
っ
た
が
、
大
河
平
土
地
改
良

区
役
員
の
方
々
の
努
力
と
一
致
団
結
の
成

果
で
あ
る
。
進
捗
状
況
と
完
成
は
い
つ
頃

か
示
せ
。

　

市
長　

大
河
平
土
地
改
良
区
の
こ
れ
ま

で
の
要
望
を
受
け
て
、
平
成
30
年
度
に
県

し
て
い
く
。

　

質
問　

硫
黄
山
白
濁
の
中
和
処
理
施
設

計
画
の
現
状
は
。

　

市
長　

県
の
白
濁
問
題
協
議
会
で
も
施

設
を
作
る
結
論
が
出
て
い
る
。
一
日
も
早

い
予
算
化
を
要
望
し
て
い
く
。

　

質
問　

地
籍
調
査
未
完
了
地
の
重
ね
図

の
地
番
位
置
ズ
レ
へ
の
対
応
は
。

　

税
務
課
長　

重
ね
図
に
お
い
て
ズ
レ
が

判
明
し
た
場
合
は
、修
正
し
て
提
供
す
る
。

営
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
隧
道
な
ど
の

用
水
路
３
１
７
ｍ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
年
度
分
の
工
事
は
９
月
に
契

約
さ
れ
る
見
込
み
で
、
事
業
の
完
了
は
令

和
３
年
度
の
予
定
で
あ
る
と
県
よ
り
伺
っ

て
い
る
。

産業団地計画図

宮内水路

一 般 質 問
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田口　正英
議員

遠目塚　文美
議員

　

急
げ
!! 

財
源
確
保

　

将
来
へ
の
希
望
が
持
て
る
支
援
を
！

　

質
問　

６
月
定
例
会
以
降
県
・
国
に
対

し
中
和
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

　

市
長　

６
月
29
日
「
川
内
川
河
川
改
修

期
成
同
盟
会
」
で
県
総
合
政
策
部
長
、
環

境
森
林
部
長
宛
に
恒
久
的
な
水
質
改
善
施

設
の
建
設
・
維
持
管
理
に
つ
い
て
要
望
を

し
た
。
ま
た
、
８
月
19
日
副
知
事
に
も
施

設
の
早
期
実
現
に
向
け
国
へ
の
要
望
も
含

め
て
要
請
を
し
た
。

　

質
問　

事
業
主
体
は
県
が
主
体
と
な
り

進
め
る
と
い
わ
れ
る
が
事
業
計
画
案
は
で

き
て
い
る
の
か
。
ま
た
今
後
新
た
に
国
へ

要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

実
施
設
計
、
事
業
費
に
つ
い
て

は
概
算
で
は
あ
る
が
決
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
一
刻
も
早
い
施
設
建
設
を
県
だ
け
で
な

く
国
に
も
財
源
確
保
に
向
け
要
望
活
動
を

し
て
い
く
。

　

質
問　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
、
規
模

の
違
い
は
あ
る
が
農
道
や
用
水
路
等
に
被

害
が
出
て
い
る
。
田
畑
は
貴
重
な
財
産
で

資
材
提
供
だ
け
で
は
修
繕
不
能
な
場
所
も

あ
り
、
自
治
会
長
か
ら
要
望
書
も
出
さ
れ

て
い
る
。
高
齢
化
等
の
課
題
も
重
な
り
、

耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
復
旧
支
援

が
必
要
で
あ
る
。

　

農
林
整
備
課
長　

令
和
２
年
に
限
っ
た

支
援
は
難
し
い
が
、
激
甚
災
害
指
定
さ
れ

た
の
で
国
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

　

質
問　

避
難
所
で
の
車
中
泊
受
け
入
れ

の
配
置
や
動
線
計
画
の
策
定
は
。

　

基
地
・
防
災
課
長　

避
難
所
へ
行
け
な

い
方
や
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
で
車
中
泊
は

増
え
て
い
る
。
運
動
場
は
学
校
と
の
協
議

も
必
要
。
他
自
治
体
事
例
を
参
考
に
、
市

民
へ
の
周
知
も
含
め
検
討
す
る
。

　

質
問　

飯
野
高
校
生
か
ら
の
子
育
て
支

　

質
問　

減
災
対
策
の
一
環
と
し
て
自
主

防
災
組
織
の
設
立
が
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

昨
年
度
か
ら

検
討
委
員
会
で
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
コ
ロ
ナ
対
策
を
と
り
な
が

ら
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
く
。

　

質
問　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
会

件
数
は
何
件
か
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

11
自
治
会
で

あ
る
。

援
に
関
す
る
提
案
書
の
取
り
扱
い
は
。

　

市
長　

学
校
で
の
活
動
に
留
ま
ら
ず
、

母
親
等
の
意
見
も
取
り
入
れ
た
提
案
書

は
、
社
会
的
意
義
が
大
き
い
と
感
じ
る
。

　

こ
ど
も
課
長　

４
つ
の
提
案
の
う
ち
、

公
園
や
施
設
は
整
備
が
伴
う
も
の
な
の

で
、
今
後
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

質
問　

子
ど
も
宅
食
事
業
の
連
携
は
。

　

教
育
長　

関
係
団
体
等
と
の
情
報
共
有

や
事
業
周
知
を
図
り
、
必
要
な
人
が
利
用

出
来
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

一 般 質 問

本格的な稼働が待たれる中和処理施設

飯野高校生発案の子育て支援
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吉留　優二
議員

　

市
長
に
災
害
復
旧
支
援
を
要
請
!!

　

質
問　

7
月
豪
雨
災
害
で
本
市
は
、
激

甚
災
害
の
認
定
を
受
け
た
の
か
伺
う
。

　

市
長　

5
月
15
日
〜
7
月
31
日
ま
で
の

激
甚
災
害
の
認
定
を
8
月
25
日
閣
議
決
定

さ
れ
8
月
28
日
公
布
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問　

7
月
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
農

業
従
事
者
の
支
援
、
ま
た
、
麓
地
区
で
は

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
な
ど
数
十
台

が
廃
車
と
な
り
、
建
設
機
材
な
ど
甚
大
な

被
害
が
出
て
い
る
。
市
独
自
の
支
援
が
必

要
だ
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

災
害
は
毎
年
起
き
て
い
る
。
今

年
だ
け
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　

質
問　

復
旧
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
災

害
現
場
で
、
大
雨
が
降
る
と
住
宅
を
巻
き

込
む
災
害
が
起
き
る
可
能
性
の
現
場
が
あ

る
。
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

市
長　

基
準
を
作
り
対
応
し
て
い
る
。

山
林
の
崩
れ
る
場
所
に
農
業
等
の
施
設
が

あ
る
か
な
い
か
で
判
断
し
て
い
る
。

　

質
問　

消
防
団
員
の
減
少
で
支
障
が
出

て
い
る
。
行
政
主
導
で
団
員
確
保
に
努
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

消
防
団
は
市
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
、
自
治
会
長
に
伝
え
取
り
組
む
。

　

質
問　

消
防
団
員
は
家
族
協
力
の
も
と

昼
夜
を
問
わ
ず
懸
命
に
活
動
を
し
て
い

る
。
費
用
弁
償
引
き
上
げ
の
考
え
は
。

　

市
長　

西
諸
管
内
同
額
で
の
費
用
弁
償

と
い
う
事
で
今
は
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

災害訓練をするえびの市消防団

西原　政文
議員

　

小
田
堂
川
の
改
修
を
急
げ

　

質
問　

西
郷
地
区
は
、
再
三
浸
水
に
遭

い
民
家
や
農
業
施
設
な
ど
に
被
害
を
受
け

て
い
る
。
今
後
の
被
害
防
止
の
為
、
関
連

す
る
用
水
路
改
修
を
求
め
る
。

　

市
長　

西
郷
の
用
水
路
は
、
流
下
能
力

が
低
い
断
面
に
な
っ
て
い
る
上
に
雨
量
が

多
か
っ
た
。
今
後
、
浸
水
対
策
の
為
、
地

元
の
方
と
協
議
し
て
抜
本
的
な
改
善
の
為

に
調
査
を
行
い
進
め
る
。

　

質
問　

島
内
の
小
田
堂
川
は
、
S
字

カ
ー
ブ
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
近
く
に
飲

食
店
も
あ
り
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
早
急

な
改
修
が
必
要
だ
。

　

建
設
課
長　

小
田
堂
川
は
、
流
れ
を
阻

害
す
る
狭
窄
部
な
ど
な
い
か
至
急
調
査
す

る
。
樋
門
の
関
係
も
あ
る
の
で
国
土
交
通

省
と
も
協
議
す
る
。

　

質
問　

西
川
北
の
四
反
田
川
が
被
害
を

受
け
た
。
今
後
ど
の
様
に
す
る
か
又
、
来

季
の
コ
メ
の
作
付
け
が
間
に
合
う
よ
う
に

す
べ
き
だ
。

　

建
設
課
長　

四
反
田
川
の
復
旧
は
、
今

年
中
に
発
注
し
作
付
け
可
能
に
す
る
。

　

質
問　

下
大
河
平
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
平
田
橋
も
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る

が
今
後
の
対
策
を
示
せ
。

　

建
設
課
長　

平
田
橋
の
改
修
は
、
10
月

の
被
害
査
定
後
早
く
発
注
す
る
。
現
在
は

２
ト
ン
車
ま
で
通
行
可
能
と
し
て
い
る
。小田堂川用水路
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一 般 質 問

小東　和文
議員

　

市
民
目
線
で
透
明
な
行
政
を
求
め
る
！

　

質
問　

自
治
会
の
回
覧
文
書
配
布
前
に

５
０
０
人
分
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
の
予
約

が
４
時
間
弱
で
終
了
し
た
状
況
は
事
前
に

情
報
を
得
て
い
た
者
が
不
正
に
予
約
を
し

た
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
状
況
だ
。

今
回
の
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
に
関
し
て
不
正

が
行
わ
れ
一
部
の
人
だ
け
に
税
金
が
使
わ

れ
不
当
利
得
を
得
て
い
る
者
が
い
る
と
す

る
と
問
題
で
は
な
い
か
。
透
明
な
行
政
を

求
め
る
に
は
徹
底
的
に
追
及
し
、
何
故
こ

の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
市
長
の
責
任
は
重

大
で
あ
る
。

　

市
長　

事
業
そ
の
も
の
が
ま
だ
完
結
し

て
い
な
い
が
今
回
、
不
審
な
点
等
の
意
見

も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
観
光
協
会
か
ら

の
報
告
が
上
が
っ
た
後
、
最
終
的
に
は
補

助
金
の
取
り
ま
と
め
の
中
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
収
入
が
な
く
な
り
、
家
賃
が
払

え
な
く
な
っ
た
り
、
解
雇
や
雇
止
め
に

あ
っ
た
り
休
業
が
相
次
い
だ
り
し
て
生
活

保
護
受
給
者
が
急
速
に
増
加
す
る
兆
し
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

福
祉
課
長　

全
国
的
に
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
24
・
8
％
増
と
の
報
道
だ
が
、

本
市
の
現
時
点
に
お
い
て
は
昨
年
度
と
比

較
し
増
加
し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。
緊

急
支
援
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

竹中　雪宏
議員

　

豪
雨
災
害
並
び
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

　

質
問　

本
市
で
も
多
く
の
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
被
災
箇
所
数
・
被
災
金
額
並

び
に
対
処
策
を
伺
う
。

　

農
林
整
備
課
長　

田
畑
、
農
道
、
市
道

な
ど
３
６
０
箇
所
、
水
稲
な
ど
３
８
ｈ
ａ

で
６
億
３
，０
１
７
万
１
千
円
で
あ
る
。

　

市
長　

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
の

で
、
す
べ
て
の
災
害
が
対
象
に
な
る
。

　

質
問　

永
山
・
湯
田
・
西
郷
地
区
は
大

雨
が
降
る
た
び
に
洪
水
が
発
生
し
て
い

る
。
抜
本
的
な
改
良
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
長　

12
月
に
調
査
費
の
予
算
計
上
を

行
い
、
調
査
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

質
問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
県
内
７
医
療

圏
に
一
箇
所
ず
つ
で
は
な
く
、
公
立
病
院

す
べ
て
で
対
応
で
き
る
体
制
作
り
を
確
立

す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

　

市
長　

精
度
の
高
い
も
の
を
小
林
市
立

病
院
に
設
置
し
て
頂
い
て
、
検
査
体
制
が

整
え
ば
確
立
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
早
急
に
運
営
方
法
に
つ
い
て
も
詰
め

て
い
き
た
い
。

　

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
基

幹
産
業
の
支
援
策
と
し
て
、
生
産
者
の
意

欲
を
失
わ
せ
な
い
本
市
独
自
支
援
策
を
構

築
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

感
染
状
況
等
も
含
め
て
、
農
業

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
し
っ
か

り
状
況
を
見
極
め
意
欲
が
減
退
し
な
い
よ

う
に
下
支
え
を
し
て
い
く
。

豪雨冠水被災を受けた農地・道路

クーポン券のチラシ
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一 般 質 問

蔵園　晴美
議員

　

全
家
庭
に
防
災
戸
別
受
信
機
設
置
を

　

質
問　

近
年
豪
雨
災
害
で
多
く
の
生
命

財
産
が
失
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
避
難
情
報
等
は
風
雨
の

強
い
時
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
。
各
家

庭
に
情
報
提
供
す
る
の
は
行
政
の
責
任
。

市
民
の
安
心
・
安
全
確
保
に
戸
別
受
信
機

の
設
置
は
急
務
で
あ
る
。
新
年
度
予
算
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
に
協
議
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
現
在
戸
別
受
信
機
の
設
置
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

市
長　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
活
用
で
き

る
と
こ
ろ
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
状
況
が

あ
る
。
今
回
光
回
線
が
開
通
す
る
。
ど
う

い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
効
率
的
か
検
討
し
て

い
く
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

戸
別
受
信
機

設
置
は
難
聴
地
域
、
教
育
施
設
、
老
人

ホ
ー
ム
・
介
護
施
設
、
公
的
機
関
な
ど
合

計
２
２
２
ヶ
所
設
置
し
て
あ
る
。

　

質
問　

市
有
遊
休
地
で
宅
地
化
が
見
込

め
る
土
地
の
有
効
活
用
を
提
案
し
て
い

る
。
優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
む
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
新
年
度
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

財
産
管
理
課
長　

現
在
調
査
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
の
土
地
に
つ
い
て

は
新
年
度
予
算
に
計
上
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
る
。

確実な情報伝達をする戸別受信機

松窪　ミツエ
議員

　

人
の
温
も
り
の
育
ま
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
！

　

質
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
の
心
の
教
育
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
教
育
で
は
、

情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
観
点
で
、
技

能
的
な
向
上
で
は
な
く
情
報
モ
ラ
ル
も
含

め
た
心
の
教
育
も
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
教
科
書
を
読
む
、
話
を
聞
く
、

話
し
合
う
、
ノ
ー
ト
に
書
く
、
な
ど
基
本

的
学
習
の
学
び
の
サ
イ
ク
ル
を
大
事
に
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
機
器
を
効
果
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
、
授
業
に
組
み
込
む
こ
と
が

必
要
と
思
っ
て
い
る
。
教
師
と
児
童
生
徒

が
共
感
的
に
学
び
合
う
ス
タ
イ
ル
は
し
っ

か
り
継
続
し
て
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

市
立
病
院
の
医
療
体
制
の
改
革

に
つ
い
て
市
民
の
声
が
あ
る
が
。

　

市
長　

必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
で

き
る
機
能
体
制
を
維
持
し
地
域
医
療
を
支

え
る
公
立
病
院
の
存
続
を
考
え
る
。

　

質
問　

自
主
防
災
組
織
の
災
害
活
動
状

況
と
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

出
水
・
加
久

藤
麓
・
上
大
河
平
の
３
自
治
会
で
豪
雨
時

の
巡
回
。
地
元
の
自
治
公
民
館
待
機
と
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
住
民
へ
の
呼
び
か
け
。

山
火
事
等
に
お
け
る
活
動
が
あ
っ
た
。
今

後
も
、
自
治
会
で
の
説
明
会
を
継
続
し
、

令
和
４
年
度
に
は
、
65
の
設
置
を
目
標
と

し
て
推
進
し
て
い
く
。
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一 般 質 問

小宮　寧子
議員

　

防
災
と
危
機
管
理
能
力
の
向
上
を　

　

質
問　

７
月
の
豪
雨
災
害
の
反
省
を
踏

ま
え
今
後
の
災
害
発
生
時
の
状
況
確
認
の

仕
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

市
長　

避
難
の
判
断
基
準
と
な
る
河
川

の
観
測
ポ
イ
ン
ト
と
監
視
カ
メ
ラ
や
水
位

計
を
増
や
す
よ
う
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
消
防
団
と
の
役
割
分
担
の
仕
方
や
情

報
収
集
の
や
り
方
、
自
主
防
災
組
織
と
の

連
携
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

　

質
問　

自
力
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
の

「
個
別
計
画
」
の
作
成
状
況
は
。

　

福
祉
課
長　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
基
に
、
地
域
福
祉
推
進
会
議
に
て
情
報

の
共
有
を
図
り
避
難
支
援
協
力
員
、
避
難

場
所
等
の
登
録
を
行
っ
て
い
る
。
個
別
計

画
策
定
に
向
け
デ
ー
タ
整
備
を
図
り
、
運

用
も
含
め
基
地
・
防
災
対
策
課
と
連
携
を

図
る
。

　

質
問　

防
災
意
識
向
上
の
た
め
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
提
案
す
る
が
。

　

基
地
・
防
災
対
策
課
長　

今
あ
る
防
災

ガ
イ
ド
の
情
報
や
デ
ー
タ
を
基
に
掲
載
内

容
を
検
討
し
、
ま
ず
は
防
災
講
座
や
会
合

等
で
試
行
的
な
配
布
を
検
討
す
る
。

　

質
問　

市
道
の
異
常
な
ど
の
情
報
収
集

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
市
民
か
ら
通
報

し
て
も
ら
う
考
え
は
な
い
か
。

　

企
画
課
長　

先
進
地
の
運
用
の
経
緯
を

注
視
し
て
研
究
等
を
行
っ
て
い
く
。

飯野水位観測所

令和２年８月臨時会　議案審議結果表
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塚

小

東

田

口

松

窪

上

原

竹

中

西
原(

義
）

西
原(

政
）

蔵

園

栗

下

報告第１３号 専決処分した損害賠償の額の決定について ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第１４号 専決処分した損害賠償の額の決定について ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第１５号 専決処分した損害賠償の額の決定について ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第１６号
専決処分した令和２年度えびの市一般会計予算の
補正（第９号）の承認について

原案承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４７号
令和２年度えびの市一般会計予算の補正
（第１０号）について

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４８号
令和２年度えびの市病院事業会計予算の
補正（第１号）について

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

付託 番号 件　　　名 審査
結果

北

園

小

宮

吉

留

金

田

中

山

遠
目
塚

小

東

田

口

松

窪

上

原

竹

中

西
原(

義
）

西
原(

政
）

蔵

園

栗

下

報告第１７号 令和元年度えびの市健全化判断比率について ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第１８号 令和元年度えびの市資金不足比率について ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４９号 えびの市名誉市民の称号を贈ることについて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　1．議案等

　1．議案等
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○議案等に対して賛成
●議案等に対して反対　　
欠：欠席　　−：棄権
╱：議長は採決に加わりません。

付託 番号 件　　　名 審査
結果

北

園

小

宮

吉

留

金

田

中

山

遠
目
塚

小

東

田

口

松

窪

上

原

竹

中

西
原(

義
）

西
原(
政
）

蔵

園

栗

下

議案第５０号 えびの市名誉市民の称号を贈ることについて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総務教育 議案第５１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
（第１次）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

総務教育 議案第５２号 財産の処分について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

総務教育 議案第５３号 動産の買い入れについて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

総務教育 議案第５４号 えびの市一般職の職員の給与に関する条例及びえびの市会計年度
任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第５５号 えびの市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第５６号 えびの市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第５７号 えびの市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第５８号 えびの市母子及び父子家庭医療費助成に関する
条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

予算審査
特別委員会 議案第５９号

令和２年度えびの市一般会計予算の補正
（第１１号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第６０号 令和２年度えびの市国民健康保険特別会計予算
の補正（第２号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第６１号 令和２年度えびの市後期高齢者医療保険特別会
計予算の補正（第１号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第６２号 令和２年度えびの市介護保険特別会計予算の補
正（第２号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 議案第６３号 令和２年度えびの市産業団地整備事業特別会計
予算の補正（第１号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

総務教育 議案第６４号 令和２年度えびの市水道事業会計予算の補正
（第１号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

総務教育 議案第６５号 令和２年度えびの市病院事業会計予算の補正
（第２号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

議案第６６号 令和２年度えびの市一般会計予算の補正
（第１２号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

議案第６７号 令和２年度えびの市国民健康保険特別会計予算
の補正（第３号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

決算審査
特別委員会 認定第１号 令和元年度えびの市一般会計歳入歳出決算の認

定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 認定第２号 令和元年度えびの市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 認定第３号 令和元年度えびの市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 認定第４号 令和元年度えびの市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

産業厚生 認定第５号 令和元年度えびの市産業団地整備事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

総務教育 認定第６号 令和元年度えびの市えびの市水道事業会計決算
の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

総務教育 認定第７号 令和元年度えびの市病院事業会計決算の認定に
ついて 認定 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 ●

　2．陳情

産業厚生 陳情第１１号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する
陳情書 継続審査

産業厚生 陳情第１２号 令和２年度えびの市観光緊急誘客対策事業に対して調査及び
究明を行う百条委員会等をえびの市議会に対して求める陳情書 継続審査
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委員会等視察報告

産業厚生常任委員会 管  内  調  査  報  告

■
日
時
・
場
所

　

令
和
２
年
７
月
29
日（
水
）

　

え
び
の
高
原
中
和
処
理
施
設

■
目
的

　

硫
黄
山
対
策
の
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
内
容

　

石
灰
石
を
活
用
し
た
中
和
処
理
施
設
に
つ

い
て
は
県
と
宮
崎
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ

る
も
の
で
、
現
在
の
水
質
の
数
値
よ
り
Ｐ
Ｈ

を
１
上
げ
水
質
の
改
善
を
図
る
た
め
の
施
設

の
建
設
を
目
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
実
証
・

実
験
を
終
了
し
水
質
の
監
視
強
化
を
図
り
な

が
ら
恒
久
的
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、
建
設

位
置
・
規
模
、
ま
た
国
定
公
園
内
で
あ
る
た

め
敷
地
の
確
保
あ
る
い
は
周
辺
へ
の
影
響
な

ど
調
査
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
な

設
計
は
ま
だ
で
あ
る

が
、
計
画
に
変
更
は

な
い
と
し
な
が
ら
も

予
算
の
目
途
は
立
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
早
急
に
取
り
ま

と
め
国
・
県
に
対
し

て
要
請
を
す
る
よ
う

に
求
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
　
田
口
　
正
英

■
日
時
・
場
所

　

令
和
２
年
８
月
19
日（
水
）

　

下
大
河
平
地
区
・
大
明
司
地
区
・
白
鳥
地

　

区
Ｊ
Ａ
育
苗
セ
ン
タ
ー

■
目
的

　

〇�

７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
市
内
被
害
状
況

調
査

　

〇�

長
江
川
河
川
水
を
使
用
し
た
水
稲
試
験

栽
培
調
査

■
調
査
内
容

【
７
月
豪
雨
災
害
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
】

　

７
月
豪
雨
災
害
の
被
害
状
況
は
、
建
設
課

分
で
、
道
路
災
害
６
件
１
億
５
千
８
百
万

円
・
橋
梁
災
害
１
件
４
千
万
円
、
合
計

１
億
９
千
８
百
万
円
、
畜
産
農
政
課
分
で
、

水
稲
（
内
容
・
河
川
氾
濫
に
よ
る
表
土
流

出
、
土
砂
流
出
、
水
利
確
保
に
よ
る
育
成
不

可
）
被
害
面
積
38�

ha
４
千
５
０
万
円
・
鳥
獣

被
害
防
止
柵
（
内
容
・
河
川
氾
濫
に
よ
る

流
失
及
び
埋
没
、
折
損
）
１
，
９
２
８
ｍ

１
７
７
万
１
千
円
・
苗
物
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
（
内
容
・
河
川
氾
濫
に
よ
る
水
没
に
よ

り
流
木
が
ハ
ウ
ス
の
支
柱
と
接
触
し
破
損
）

３
万
円
の
被
害
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
調
査
報
告
を
受
け
災
害
復
旧

の
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

【
水
稲
試
験
栽
培
調
査
に
つ
い
て
】

　

硫
黄
山
噴
火
に
係
る
ポ
ッ
ト
試
験
栽
培
状

況
で
は
、
赤
子
川
か
ら
の
取
水
再
開
に
係
る

検
討
材
料
と
し
て
、試
験
栽
培
用
ポ
ッ
ト
（
ワ

グ
ネ
ル
ポ
ッ
ト
）
を
用
い
て
の
試
験
栽
培
の

視
察
を
し
ま
し
た
。

　

試
験
内
容
は
、
用
水
と
し
て
、
え
び
の
橋
・

岡
元
用
水
路
取
水
口
上
流
部
・
宮
川
元
頭
首

工
の
水
を
使
用
し
、
肥
料
設
計
と
し
て
窒
素

成
分
で
、
え
び
の
米
１
号
を
使
っ
て
の
試
験

で
し
た
。

　

調
査
項
目
と
し
て
、
生
育
調
査（
草
丈
、
芽

数
、
葉
色
を
移
植
後
14
日
、
37
日
）・
成
熟
調

査（
稈
長
、
穗
長
、
穂
数
）・
収
穫
物
調
査（
ヒ

素
等
）の
項
目
で
の
試
験
で
す
。

　

注
水
に
つ
い
て
は
、
水
位
を
見
な
が
ら
２

〜
３
日
間
隔
で
行
わ
れ
、
い
も
ち
病
が
発
生

し
た
た
め
農
薬
を
散
布
し
、
除
草
に
つ
い
て

は
、
除
草
剤
は
使
わ
ず
に
栽
培
し
て
お
り
、

育
成
に
は
顕
著
な
差
は
み
ら
れ
ず
育
成
調
査

は
現
在
集
計

中
と
の
報
告

を
受
け
ま
し

た
。

　

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

と
し
て
、
今

回
の
管
内
調

査
の
内
容
を

検
討
し
今
後

も
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

委
員　

吉
留　

優
二
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令和２年７月豪雨災害現場
９月補正災害復旧工事費 総額6億2,500万円）

高めよう防災意識
避難はやめに・守ろうわが命

「避難勧告等に関するガイドライン」が改正されました。

必ずしも防災気象情報と同じレベルの避難情報を同時に発令するものではありません。

自らの命は自ら守る意識を持って
自主的に避難するよう心がけましょう。

「警戒レベル」

避難情報の種類や意味を、事前に理解しておきましょう。

避難準備情報

避難勧告

避難指示

【求められる行動】

【求められる行動】

求められる行動

大雨や暴風が続くと見込ま
れ、土砂災害や洪水が発生
する可能性が高まっている
状況

いつでも避難できるよう
に準備、避難に時間がか
かる方は避難を開始

土砂災害、洪水などが発生
するおそれがあり、命が危
険にさらされる可能性が高
まっていて、避難が必要

すみやかに、安全な場所
への避難を開始

災害の前兆現象が発生、
切迫した状況から命が危
険にさらされる可能性が
非常に高まっている状況。
ただちに避難が必要

ただちに安全な場所へ避
難、状況によっては、命
を守るために「屋内安全
確保」などの行動をとる。

警戒レベル 住民がとるべき避難行動 避難情報等

5
4

命を守るための
最善の行動をとる

高齢者、障がい者、乳幼児などと
その支援者は避難、他の住民は準備

避難に備え
自らの非難行動を確認

災害への心構えを高める

災害発生情報

避難指示（緊急）
避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

大雨注意報
洪水注意報

警報級の可能性
（早期注意情報）

全 員 避 難

追 加

え
び
の
市
が
発
令

気
象
庁
が
発
令

　7月豪雨災害では、九州各地で被害が発生しており、えびの市においても甚大な被害が出ました。
　7月豪雨災害の復旧工事費は、農業用施設災害 2億 6,000 万円・農地被害 1億 5,000 万円・
公共土木災害2億 1,500 万円の被害が出ております。
　これからも、防災意識を高めていかなければなりません。家庭内での備蓄や非常持ち出し品など
を用意しましょう。また、避難場所への避難方法を確認しましょう。

県道 403 号線の崩壊 平田橋の横ずれ
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編
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記

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

白鳥温泉上湯・下湯は、西郷隆盛が心身を癒しに訪れた歴史のある温泉

で、地元の方はもちろん、県内外から訪れる登山客にも愛されている温

泉宿です。現在、感染症対策として、マスク着用と手指消毒の徹底や換

気、椅子やテーブルなどは一定の間隔を空けるなどを行っています。 

  

 

【白鳥温泉 上湯・下湯】 

【白鳥温泉 下湯】 

  下湯にはファミリー層に人気の 

家族湯と、障がい者に優しい 

福祉湯・介護湯があります。 

詳細はホームページをご覧ください。 

      お店からの一言 

 

 

 

 

 

 

 

〇お問い合わせ：0984-33-3611 

���②森林を眺めながら 

ゆっくりくつろげる休憩

室（有料）が良い！ 

（美味しいコーヒーも 

  ありますよ） 

 

       上   湯 
 

◇おすすめポイント！◇ 

①地獄谷から湧き出る蒸気を 

使用した天然蒸し風呂が最高！��� 
 

 

                    ②大きな岩をくり抜いて作った 

���岩風呂付き客室がある！ 

 

    ③自分で作ることができる 

      温泉卵が美味しい！ ��� 
     （蒸し野菜もＯＫ）  

  

 

 
 

左：コンシェルジュ 加藤奈美さん 

右：コンシェルジュ 大崎幹子さん 

（温泉ソムリエ） 

  下   湯    

◇おすすめポイント！◇ 
①「ヘッドほぐし」または 

「ハンドほぐし」の 5 分間 

 セラピー体験ができる！👉👉 

 

 

 

【白鳥温泉 上湯】 営業時間：午前 7 時～午後８時 

お店からの一言 

  

〇お問い合わせ 

0984-33-1104 

※詳しくはホームページをご覧ください。 

今の時期は、朝霧が幻想的でと

てもきれいです。ぜひ一度清々

しい秋の風情を感じてください！ 

地元の皆さまに愛され

続ける温泉として、若い

世代の方にも温泉の良

さを感じてほしいです。 

おお⼆⼈にお話を伺いました 

　

紅
葉
の
候
、
い
つ
し
か
秋
も
深
ま
り
、

肌
寒
さ
を
覚
え
る
こ
の
頃
で
す
。

　

７
月
の
豪
雨
、
台
風
10
号
で
は
本
市
に

お
い
て
も
、家
屋
の
浸
水
や
水
田
の
崩
壊
、

崖
の
崩
落
、
河
川
橋
梁
、
農
道
、
水
道
設

備
等
々
の
被
害
が
で
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
方
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
季
定
例
会
は
令
和
元
年
度
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
予
算
の
執
行
や
事
業
の
経

営
が
適
正
に
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
、
慎

重
に
審
議
し
ま
し
た
。
内
容
、
結
果
は
本

誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

12
月
に
は
市
制
50
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
過
去
の
50
年
を
振
り
返

り
、
未
来
へ
の
50
年
に
夢
を
た
く
し
皆
様

の
ご
意
見
を
市
政
に

届
け
活
動
し
て
い
ま

す
。
季
節
も
変
わ
り

ま
す
。
日
々
の
健
康

な
暮
ら
し
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員　

松
窪　

ミ
ツ
エ

コ
ロ
ナ
対
策

●
手
指
消
毒　
　
　
　
　
　

●
マ
ス
ク
着
用　
　
　
　
　
　
　

●
や
め
よ
う
三
密


